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＜連絡事項＞
特記事項なし。

＜患者様情報＞
・瀬川　高雄様～点滴の継続、食上げについて船場Drに相談している。船場Drから診察あり、今夕から重湯、汁トロミ、アイソカルゼリーに変更なる。この食事形態で1週間程度様子をみて適宜食上げしていくこととなる。また、点滴については現在処方分で終了となる。 

・滝澤　幸輝様～主治医不在の為、小栁Drに経管栄養カテーテルの自己抜去があった事を報告し、再挿入の指示あり。

・清水　ヨシエ様～アセトアミノフェン錠５００ｍｇ　2錠×朝夕食後　3日分 処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。スタッフ付き添いにて入浴実施している。自室内では脱衣行為繰り返しみられる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想に左右された言動あるも、不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・滝澤　幸輝様～身体拘束中。MTチューブ自己抜去あり。再挿入実施。体動活発、ベッドに頭を叩きつける行為頻回にあり。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。11:35　イライラすると訴えあり本人希望で不穏時RIS液2ml与薬する。眼光の鋭さ一時的に見られるも与薬後は不穏・興奮なし。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～終日隔離中。危険行為や自傷行為なく対面時、終始穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・大下　良子様～終日隔離中。やや多弁気味だが、疎通は良好で穏やか。服薬の拒否もなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜高橋Dr.診察情報＞
・清水　弥助様～指示・処方内容に変更はないが左下肢の疼痛の訴えが持続するようであれば画像検査や他科受診を検討していくこととなる。

・大下　良子様～翌日から午前午後１時間ずつの開放観察開始の指示あり。

・梶浦　真実様～持ち込みのバファリンについては使用せず、疼痛時のIFオーダーを使用するように指示あり。

